羽合ひかり園から

　　湯梨浜町の皆さんへ
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この子らを世の光に
　鳥取県出身で戦後、滋賀県に近江学園という知的障害児施設を創設された糸賀一雄氏は『この子らに世の光を』ではなく『この子らを世の光に』という有名な言葉を残されました。この言葉は戦後の日本の障害者福祉の原点となりました。
　『哀れなこの子らに世の光を当てる』のではなく、『障害のあるこの子らこそがこの世の光なのだ』という思想です。
　さて、ご存じでしょうか？
　羽合ひかり園は、全国でも有数の重い知的障害のある人達８０人が暮らしておられる施設だということを。
　ですから、この人達とこの施設を湯梨浜町が受け入れ、支援してくださっているという事実は、湯梨浜町として、住民として誇るべきことであると思います。
ノーマライゼーション
　『障害者だということで、人里離れた大規模な入所施設に集められ、人生の大部分を過ごしてしまうのは、人として当たり前の生活ではない。出来るだけ地域の中で、地域とともに生きることが大切であり、それが人として当たり前の生活である』
　これがノーマライゼーションという考え方です。
　鳥取県内でも、施設から地域の中のグループホームに移り住み、企業や小規模作業所に通うという生活を始める人が増えています。

施設から地域の中へ
　当園でも現在、『施設から地域の中へ』をキャッチフレーズとしてノーマライゼーションを進めています。
　ある人は、施設で暮らしながら、日中は地域の中で、地域の人々とともに活動する生活をめざします。
　またある人は、施設を出て、町の中のグループホームで世話人やホームヘルパーの支援を受けながら暮らす生活をめざします。

地域の皆さんへ
　しかし、障害のある人達が町の中に住んだり、地域の中で活動するためには、地域住民の皆さんのご理解とご協力が絶対に欠かせません。
　羽合ひかり園の利用者が、町内の様々な場所で住民の皆さんとふれ合うことによって、重度障害者が湯梨浜町のひかりとなり、誇りとなることを切にお願い申し上げます。
　
『グループホーム』は、施設利用者が地域の中で当たり前の生活を営むのに大変有効な手段です。
　知的障害のある方々が、施設からも家族からも独立して、地域の中で暮らすために考えられたのが『グループホーム』という国の制度です。
　地域の中の普通の家（借家でも可）で、４～５名の方が、世話人や生活支援ワーカー、ホームヘルパーやボランティアなどによる支援を受けながら、通所施設やデイサービス、職場等に通う生活をする家、これがグループホームです。
　県内でもすでに５０ヵ所近くのグループホームが設立され、多くの人達が施設から出て地域の中で一住民としての暮らしを始めています。









　当園でも平成１７年４月、湯梨浜町内にグループホームを設立しました。
　当園のグループホームは、利用者の障害が重いため、夜間世話人も配置して、２４時間支援体制となります。
　しかし日々の生活場面では、地区住民の一人として、お付き合い頂く皆様のご理解とご協力を抜きにして暮らすことは出来ません。
　最近は特に『お年寄りや障害のある方にとって暮らしやすい町は、誰にとっても暮らしやすい町』（ユニバーサルデザインという考え方）だと言われています。
　施設職員ともども地域全体でこの障害のある方々の地域生活を支えて頂き、新生湯梨浜町を誰にとっても住み良い福祉（即ち幸福）の町に作り上げていきたいと思います。
　皆さまの暖かいご理解とご協力をお願い申し上げます。

　
羽合ひかり園の利用者８０人は、年齢も障害の程度も様々ですが、みんな『施設から地域の中へ』出てゆくことを願っています。
　ある人は、施設を出て地域の中で暮らすことを、ある人は、施設で暮らして地域の中で活動する生活を願っています。
　しかし、当園の利用者は障害の程度が重く、『施設から地域の中へ』という夢を実現するためには多くの人の手助け（支援）が必要です。
　ボランティアとして、施設で暮らす障害者の生活を豊かにする手助けをお願いします。
　どなたでも、いつでも、何か、やって頂ける手助けがあります。
　職員が一緒ですから、初めての方でも何も心配ありません。

　例えばこんな手助けがあります。
　　　　
関心のある方は当園までご一報下さい。
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